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巻 頭 言 

 

副支部長 石本敬志（（財）日本気象協会北海道支社） 

 

 IPCC の，地球温暖化を否定できないとの専門部会報告が，目先の経済発展が大事と反対

していた米国も含め，全会一位で承認されておよそ半年，地球規模の気候変動が話題にな

らない日は無い． 

温暖化の影響が顕著に表れるのが雪氷圏であることから，極地や氷河分野だけでなく，

雪氷学会は教育や社会工学を含む幅広い分野とも関わっている．自然現象だけに場所や時

間の変動があるうえ，利害の絡まる議論を可能にし，時に，反対者をも承諾させる力を持

つのは，信頼できる観測値の存在である． 

事業のあり方や評価が，時代の要請と共に大きく替わろうとしている今，雪氷関連の観

測値も，その必要性や利用価値を見直されるであろう．そうした見直しには，世代を越え

て後世にも責任を持つため，判断に関わった人の個人名まで明らかにしてほしい．数十年

あるいはそれ以上の長期にわたる変動を伴う傾向を議論し，社会的な合意を得るには，関

連資料の社会的共有が大前提である． 

立場による意見の違いがあり得る議論では，関連資料を共有できても，意見が分かれる．

そうした議論の根拠となる資料や議論の舞台を共有するモデルやプロジェクトが，冬期道

路分野にもある． 

一つは，冬期路面管理状態と社会・経済的費用と効果の関係を表現し，議論の共通基盤

をめざした，スウェーデンのウインターモデルである．もう一つは，地上交通網に大きな

影響を与える，気象情報の高度化と情報共有の実現を目指した，米国の Clarus 計画

(2004-2009)である．いずれも理想がどこまで，どのように具体化するのか，参考になるこ

とが多く目が離せない． 

日本雪氷学会は来年 2009 年，全国大会を担うと共に，創立 50 周年を迎える．支部会員

の皆様の協力を得ながら，これまでの足跡を振り返り，未来につなげる作業が本格化しよ

うとしている． 
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